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本 論 文 で は ， 職 場 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 対 象 と し て ， コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 「 場 」 で あ る オ フ ィ ス 空 間 の デ ザ イ ン に 資 す る

知 見 を 獲 得 す る と い う 観 点 か ら ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 が コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 ・ 行 動 に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 し た 。 検 証 に 当 た っ

て は ， そ の 影 響 過 程 を 媒 介 す る 心 理 要 因 と し て ， 自 己 の 感 情 状 態 ，

相 手 の 性 格 印 象 ， 自 己 と 相 手 と の 心 理 的 距 離 の 3 つ に 着 目 し た 。  

第 1 章 「 室 内 空 間 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 ・ 行 動 に 及 ぼ

す 影 響 」 で は ， 職 場 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 置 か れ て い る 現

状 を 示 し ， 関 連 分 野 の 先 行 研 究 を 概 観 す る と と も に ， 先 行 研 究 の 限

界 を 明 ら か に し た 。 職 場 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 置 か れ て い

る 現 状 に つ い て は ， 組 織 科 学 分 野 の 先 行 研 究 を レ ビ ュ ー し ， 組 織 の

パ フ ォ ー マ ン ス や 心 の 健 康 に 及 ぼ す 影 響 ， 組 織 内 の 信 頼 醸 成 と の 関

係 に つ い て 明 ら か に し た 。職 場 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と「 場 」

と し て の オ フ ィ ス 空 間 と の 関 係 に つ い て は ， 建 築 学 分 野 に お け る 先

行 研 究 を 概 観 し た 。 職 場 に お け る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 連 す る 心

理 学 分 野 の 研 究 と し て は ， 室 内 空 間 の 物 理 的 環 境 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン に 関 連 す る 認 知 ・ 行 動 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る 先 行 研 究 を レ ビ ュ

ー し た 。 具 体 的 に は ， 顕 在 的 影 響 過 程 と 潜 在 的 影 響 過 程 を そ れ ぞ れ

定 義 し ， 物 理 的 環 境 か ら の 顕 在 的 影 響 過 程 ， 潜 在 的 影 響 過 程 の そ れ

ぞ れ に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 し た 。 さ ら に ， 先 行 研 究 か ら 室 内 空 間

の 物 理 的 環 境 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 ・ 行 動 に 及 ぼ す 影 響

過 程 に 関 す る モ デ ル と そ の 研 究 方 法 を 整 理 し た 。こ れ ら を 踏 ま え て ，

先 行 研 究 の 限 界 を 示 し ， 本 論 文 の 位 置 づ け に つ い て 明 ら か に し た 。  



第 2 章 「 本 論 文 の 目 的 と 構 成 ： 仮 説 的 モ デ ル の 提 案 」 で は ， 第 1

章 で 示 し た 先 行 研 究 の 限 界 を 踏 ま え て ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 が コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 ・ 行 動 に 及 ぼ す 影 響 過 程 に 関 す る 仮 説 的

モ デ ル を 提 案 す る と と も に ， 本 論 文 の 目 的 と 構 成 を 示 し た 。 提 案 す

る 仮 説 的 モ デ ル で は ， 心 理 学 分 野 の 先 行 研 究 に 基 づ き ， 影 響 過 程 を

媒 介 す る 心 理 的 要 因 と し て ， 自 己 の 感 情 状 態 ， 相 手 の 性 格 印 象 ， 自

己 と 相 手 と の 心 理 的 距 離 を そ れ ぞ れ 採 用 し た 。 ま た ， ヒ ト の 視 覚 情

報 処 理 過 程 ， 環 境 心 理 学 等 に 関 す る 先 行 研 究 ， 建 築 空 間 デ ザ イ ン に

お け る 経 験 的 な 知 見 等 に 基 づ き ， 室 内 空 間 の 広 さ ， 明 る さ ， 色 み ，

テ ク ス チ ャ ー ， 自 然 性 に 関 す る 印 象 の 5 つ の 視 覚 要 因 に 着 目 し た 。

最 終 的 に ， 仮 説 的 モ デ ル と し て 採 用 す る 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 ， 影 響

過 程 を 媒 介 す る 心 理 的 要 因 を そ れ ぞ れ 明 ら か に し た 上 で ， 本 論 文 の

目 的 と 構 成 に つ い て 述 べ た 。  

第 3 章「 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 期 待

に 及 ぼ す 影 響 ： 媒 介 す る 感 情 状 態 の 検 討 」 で は ， 提 案 す る 仮 説 的 モ

デ ル の 部 分 的 な 検 証 と し て ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 が 自 己 の 感 情 状 態

を 媒 介 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 期 待 に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 し

た 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 期 待 と し て は ， 先 行 研 究 を 踏 ま え

て 「 議 論 の 広 が り に 対 す る 期 待 」，「 議 論 の 深 ま り に 対 す る 期 待 」 を

採 用 し た 。 具 体 的 に は ， 社 会 人 を 参 加 者 と し て 室 内 空 間 画 像 ， 並 び

に 人 物 ・ 室 内 空 間 合 成 画 像 を 用 い て ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 と コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 通 じ て の 議 論 の 広 が り ， あ る い は 深 ま り に 対 す る 期

待 と の 関 係 に つ い て マ ル チ レ ベ ル 相 関 分 析 ， パ ス 解 析 等 を 通 じ て 検

討 し た 。 パ ス 解 析 の 結 果 ， 議 論 の 広 が り に 対 し て は ， 自 己 の 感 情 状

態 で あ る 「 快 適 な － 不 快 な 」 が 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 か ら の 影 響 過 程

を 媒 介 し て い る こ と に 加 え て ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 の 中 で ， 室 内 空

間 の 自 然 性 に 関 す る 印 象 で あ る 「 人 工 的 な － 自 然 な 」 が ， 自 己 の 感

情 状 態 を 媒 介 せ ず に 議 論 の 広 が り に 対 す る 期 待 と 正 の 係 数 で 結 び つ

い て い る 可 能 性 を 明 ら か に し た 。 議 論 の 深 ま り に 対 し て は ， 自 己 の

感 情 状 態 で あ る 「 快 適 な － 不 快 な 」 が 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 か ら の 影

響 過 程 を 媒 介 し て い る こ と に 加 え て ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 の 中 で ，

室 内 空 間 の 広 さ に 関 す る 印 象 で あ る 「 広 い － 狭 い 」 が ， 自 己 の 感 情

状 態 を 媒 介 せ ず に 議 論 の 深 ま り に 対 す る 期 待 と 負 の 係 数 で 結 び つ い

て い る 可 能 性 を 明 ら か に し た 。  

第 4 章 「 室 内 空 間 の 広 さ ・ 明 る さ が 信 頼 に 対 す る 期 待 に 及 ぼ す 影



響 ： 媒 介 す る 性 格 印 象 の 検 討 」 で は ， 提 案 す る 仮 説 的 モ デ ル の 部 分

的 な 検 証 と し て ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 が 相 手 の 性 格 印 象 を 媒 介 し て

信 頼 に 対 す る 期 待 に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 し た 。 検 証 に 先 立 ち ， 相 手 の

性 格 印 象 が 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 か ら 受 け る 影 響 に つ い て 先 行 研 究 を

整 理 し た 。研 究 2 で は ，社 会 人 を 参 加 者 と し て 室 内 空 間 画 像 ，人 物 ・

室 内 空 間 合 成 画 像 を 用 い て ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 で あ る 広 さ と 明 る

さ か ら 信 頼 に 対 す る 期 待 へ の 影 響 過 程 に つ い て 分 散 分 析 ，因 子 分 析 ，

パ ス 解 析 等 を 通 じ て 検 討 し た 。 性 格 印 象 に 関 す る 因 子 分 析 の 結 果 ，

「 協 力 的 な 」，「善 良 な 」，「道 徳 的 な 」，「寛 容 な 」，「思 い や り の あ る 」

が 高 い 負 荷 量 を 示 す「 共 同 性 」因 子 と ，「 合 理 的 な 」，「知 的 な 」，「冷

た い 」，「 執 念 深 い 」，「 支 配 的 な 」 が 高 い 負 荷 を 示 す 「 作 動 性 」 因 子

の 2 因 子 が 抽 出 さ れ た 。研 究 2 で は ，室 内 空 間 の 広 さ に 関 す る「 広 々

し た 」印 象 と ，室 内 空 間 の 明 る さ に 関 す る「 一 様 に 明 る い 」印 象 が ，

相 手 の 性 格 印 象 の 1 つ で あ る 「 共 同 性 」 因 子 を 媒 介 し て ， 信 頼 に 対

す る 期 待 と 結 び つ い て い る こ と を 明 ら か に し た 。 研 究 3 で は ， 広 さ

と 明 る さ を 統 制 し た 室 内 空 間 C G を 用 い て ，社 会 人 を 参 加 者 と し て ，

研 究 2 と 同 様 の 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 室 内 空 間 の 広 さ に 関 す る

「 広 々 し た 」 印 象 が ， 相 手 の 性 格 印 象 の 1 つ で あ る 「 共 同 性 」 因 子

を 媒 介 し て ， 信 頼 に 対 す る 期 待 と 結 び つ い て い る こ と を 示 し た 。  

第 5 章「 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 に

及 ぼ す 影 響 ： 媒 介 す る 感 情 状 態 ， 性 格 印 象 ， 心 理 的 距 離 の 検 討 」 で

は ， 提 案 す る 仮 説 的 モ デ ル 全 体 を 検 証 す る た め ， 室 内 空 間 の 視 覚 要

因 が 自 己 の 感 情 状 態 ， 相 手 の 性 格 印 象 ， 自 己 と 相 手 と の 心 理 的 距 離

を 媒 介 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 し た 。

自 己 の 感 情 状 態 と し て は 2 次 元 気 分 尺 度 (坂 入・徳 田・川 原 ，  2 0 0 3 )

を ， 相 手 と の 心 理 的 距 離 の 測 定 に は ， 先 行 研 究 を 参 考 に 心 理 的 重 な

り 尺 度 ( I O S ) ( A r o n ,  A r o n ,  &  S m o l l a n ,  1 9 9 2 )を そ れ ぞ れ 採 用 し た 。

研 究 4 で は ， 社 会 人 を 参 加 者 と し て 室 内 空 間 画 像 と 人 物 ・ 室 内 空 間

合 成 画 像 を 用 い て ， 室 内 空 間 の 視 覚 要 因 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関

連 の 認 知 へ の 影 響 過 程 に つ い て マ ル チ レ ベ ル 相 関 分 析 ， パ ス 解 析 等

を 通 じ て 検 討 し た 。パ ス 解 析 の 結 果 ，室 内 空 間 の 明 る さ に 関 す る「 明

る い － 暗 い 」 印 象 ， 室 内 空 間 の 色 み に 関 す る 「 あ た た か い － つ め た

い 」 印 象 が 相 手 の 性 格 印 象 の 第 一 因 子 で あ る 「 共 同 性 」 因 子 ， 2 次

元 気 分 尺 度 の 「 快 適 度 」 と し て 測 定 さ れ る 自 己 の 感 情 状 態 を 媒 介 し

て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 期 待 と 結 び つ く こ と を 示 し た 。 さ ら



に ， 室 内 空 間 の 自 然 性 に 関 す る 「 自 然 な － 人 工 的 な 」 印 象 が 心 理 的

重 な り 尺 度 で 測 定 さ れ る 自 己 と 相 手 と の 心 理 的 距 離 を 媒 介 し て コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 期 待 と 結 び つ く こ と を 示 し た 。 ま た ， 信 頼

に 対 す る 期 待 で あ る 「 信 頼 で き る 」 評 価 に 対 し て は ， コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン に 対 す る 期 待 か ら 正 の 係 数 の パ ス で 結 び つ い て い る こ と に 加

え て ， 性 格 印 象 の 「 共 同 性 」 因 子 か ら も 正 の 係 数 の パ ス で 結 び つ い

て い る こ と を 明 ら か に し た 。  

第 6 章 「 室 内 空 間 の 明 る さ が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 ・ 行

動 に 及 ぼ す 影 響 」 で は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 へ の 影 響 だ

け で な く ， 現 実 の 空 間 で 行 わ れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行 動 に 及 ぼ す

影 響 に つ い て 検 討 し た 。 研 究 5 で は ， 室 内 空 間 の 明 る さ を 明 条 件 ，

暗 条 件 の 2 条 件 に 設 定 し た 実 験 室 に お い て ，社 会 人 を 参 加 者 と し て ，

実 験 協 力 者 と の 間 で 特 定 の 話 題 に 関 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行 動 実

験 を 実 施 し ， 室 内 空 間 の 明 る さ が 発 話 行 動 や 沈 黙 行 動 ， 対 人 距 離 等

に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 実 験 の 結 果 ， 暗 条 件 の 方 が 明 条 件 よ り も

面 接 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 後 に リ ラ ッ ク ス し た 気 分 が 高 ま り ，

会 話 満 足 度 が 高 ま る こ と 等 を 明 ら か に し た 。 ま た ， 暗 条 件 の 方 が 明

条 件 よ り も ， 対 人 距 離 が 短 く な る 等 ， 実 際 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 行

動 に も 影 響 を 及 ぼ す こ と を 明 ら か に し た 。  

第 7 章 「 全 体 考 察 」 で は ， 本 論 文 全 体 を 展 望 す る と と も に ， 室 内

空 間 の 視 覚 要 因 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 に 及 ぼ す 影 響 ， な

ら び に 室 内 空 間 の 明 る さ が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 関 連 の 認 知 ・ 行 動 に

及 ぼ す 影 響 に つ い て 述 べ た 。 さ ら に ， 本 研 究 の 意 義 を 述 べ る と と も

に ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 促 進 す る 室 内 空 間 デ ザ イ ン の 実 践 へ の 示

唆 ， 今 後 の 課 題 に つ い て 論 じ た 。  

 


